
再評価結果（平成１９年度事業継続箇所）

担 当 課：都市・地域整備局街路課
担当課長名：松谷 春敏

事業名 江川線（南部工区） 事業 事業
えがわせん な ん ぶ こ う く

区分 街路 主体 名古屋市
起終点 自：名古屋市熱田区千代田町 延長

あつた ち よ だ ち ょ う

至：名古屋市港区港明一丁目 ３．０km
みなと こうめい

事業概要 本事業は、本市西部を南北に貫く幹線道路である江川線の熱田区日比野交差点から港区役所
間の延長2,978mにおいて、現況24.54ｍの幅員を50mに拡幅整備するものである。併せて道路の中央に都心
方向と伊勢湾岸道路を結ぶ都市高速道路を別事業として名古屋高速道路公社において整備する。
Ｈ９年度事業化 Ｓ２１年度都市計画決定 Ｈ９年度用地着手 Ｈ 年度工事着手

全体事業費 約３８０億円 事業進捗率 ６１％ 供用済延長 ０km
計画交通量 ２３，４００台／日
費用対効果 Ｂ／Ｃ 総費用 総便益 基準年(残事業)/(事業全体) (残事業)/(事業全体)
分析結果 －/３６３億円 －/３８６億円 平成１８年(事業全体)

億円 走行時間短縮便益：ー /376億円１．１ 事 業 費：－/361
億円 走行費用減少便益：－ / 10億円(残事業） 維持管理費：－/2.0

交通事故減少便益：－ /0.00億円－
感度分析の結果
未実施
事業の効果等
・空港港湾アクセス道路〔中部国際空港・名古屋港へのアクセス向上〕
・有料道路支援関連事業〔名古屋高速道路高速３号関連道路〕
・自転車歩行者道の整備による自転車・歩行者の快適性及び安全性の向上
・電線共同溝整備による都市景観の向上及び災害時の緊急輸送道路・避難路としての機能確保
関係する地方公共団体等の意見

事業採択時より再評価実施時までの周辺環境変化等
・平成16年12月に伊勢湾岸自動車道路が東名高速道路と接続し、平成17年2月に中部国際空港が開港する
、 。など 本市南西部方面の広域交通網並びに国際交通拠点へのアクセス道路しての位置付けが高まっている
事業の進捗状況、残事業の内容等
・平成18年度末において進捗率61％の見込みである。鋭意用地買収を進め、平成23年度に事業完了する予
定である。
事業の進捗が順調でない理由、今後の事業の見通し等
・平成18年度末において進捗率61％の見込みである。鋭意用地買収を進め、平成23年度に事業完了する予
定である
施設の構造や工法の変更等
特になし
対応方針 事業継続
対応方針決定の理由
・本市の第３次長期総合計画である「名古屋新世紀計画2010」において整備が位置付けられた重要な事業
であり、地元の事業に対する熱意も高いため。
事業概要図

※ 総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。
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